
南房総市定例記者会見 

 

日時 令和４年６月２日（木） 

午前１０時３０分から 

場所 市役所本庁舎 本館２階 第１会議室 

 

【会見項目】 

１ 南房総市議会第２回定例会を招集 

２ 有害鳥獣対策事業実績について 

３ 道の駅発！貨客混載事業で南房総産農作物を都内へ輸送 

【その他】 

  ６月の行事予定 

【次回の記者会見日時】 

  日時 令和４年６月２８日（火） 午前１０時３０分から 

  場所 市役所本庁舎 本館２階 第１会議室 

 

 

 

 

南房総市総務部秘書広報課 

TEL0470-33-1002・FAX0470-20-4591  
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定例記者会見 令和４年６月２日 開催 

 

会見項目№１ 

南房総市議会第２回定例会を招集 
 

 今定例会には、報告案件４件、条例議案３件、予算議案３件及び一般議案３件の計

１３件の案件を提出します。 

 

 提出議案のうち、「令和４年度南房総市一般会計補正予算（第１号）」については、

歳入歳出予算の補正となります。 

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２，６３３万３，０００円を

追加し、２３９億９，５３３万３，０００円とするものです。 

主な内容は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、原油価格や物

価の高騰により様々な困難に直面している住民税非課税世帯や低所得の子育て世帯

の生活を支援するため、特別給付金の給付について追加補正するものです。 

 

 「令和４年度南房総市一般会計補正予算（第２号）」については、歳入歳出予算の

補正、継続費の補正、繰越明許費の補正及び地方債の補正となります。 

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０億４，２２４万３，０００円

を追加し、２６０億３，７５７万６，０００円とするものです。 

 主な内容は、骨格予算として編成された当初予算に、施政方針に基づく新たな取

り組みに係る経費のほか、丸山分庁舎・公民館大規模改修事業、三芳村「鄙の里」大

規模改修事業、市道の改良事業、消防施設の整備などの普通建設事業費、朝夷学校給

食センターなどの不用となった施設の解体撤去工事などを肉付け予算として編成し

ます。また、新型コロナウイルス感染症対策関連事業として、４回目のワクチン接種

に係る費用及び市内中小企業等の経営軌道回復のための支援金給付などを追加する

ものです。 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 総務部 総務課 総務グループ  担当者：堀江・金木 
電話：０４７０－３３－１０２１   ＦＡＸ：０４７０－２０－４５９８ 
ｅ-mail アドレス：somu@city.minamiboso.lg.jp 
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定例記者会見 令和４年６月２日 開催 

 

会見項目№２ 

有害鳥獣対策事業実績について 
 

 市やＪＡ、森林組合、猟友会、鳥獣保護管理員らで組織する「南房総市有害鳥獣対

策協議会」の令和４年度総会が、令和４年６月１日（水）に市役所大会議室で開催さ

れ、昨年度の事業報告や今年度の事業計画について協議されました。 

 

昨年度の有害鳥獣捕獲頭数は▽イノシシ=４０９８頭(前年度６１９６頭)▽サル=

４０頭(同２９頭)▽シカ=１３３頭(同７８頭)▽アライグマ=１１７頭(同１０９頭)

▽ハクビシン=１２９頭(同１６５頭)▽タヌキ=３９８頭(同４９８頭)▽キョン=１

００頭(同７０頭)となっており、捕獲頭数の大半を占めるイノシシの捕獲頭数は減

少しましたが、シカが過去最高の捕獲頭数となりました。 

 

 その他昨年度の取組みとして、令和３年９月から実施していました、イノシシ捕

獲通知システムの実証実験では、イノシシ９頭の捕獲通知実績があり、今年度に機

材の追加を予定しています。また、高崎地区に設置してある「大型囲いわな」では、

令和３年１２月以降に、サルが計３回１４頭 捕獲されました。 

 

市は、今後も有害鳥獣による農作物被害の防止・軽減を図るため、捕獲や防護柵設

置などの対策に取り組んでいきます。 

 

                                        

【参考情報】  

【問い合わせ】 

南房総市 農林水産部 農林水産課 林業水産振興係  担当者：宇山、神作 
電話：０４７０－３３－１０７１  ＦＡＸ：０４７０－２０－４５９２ 
ｅ-mail アドレス：rinsui@city.minamiboso.lg.jp 
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【令和４年度南房総市有害鳥獣対策協議会総会】 

令和４年６月１日開催 
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定例記者会見 令和４年６月２日 開催 

 

会見項目№３ 

道の駅発！貨客混載事業で南房総産農産物を都内へ輸送 

 

南房総市内の７つの道の駅を運営する（株）ちば南房総とジェイアールバス関東

（株）は、５月２０日（金）から、都内行きの高速バスを活用した、乗客と一緒に南

房総産の一次産品を輸送する貨客混載事業を開始しました。 

この取り組みは、二酸化炭素及び食品ロスの削減、一次産品の有効活用など、人や

社会、環境に配慮した社会の実現を目指し計画され、４月１５日（金）からの実証期

間中には、週２回の定期便として、それぞれの業務の配分や、運用上での課題、問題

点などの改善を行い、約１か月の期間を経て本格運用となりました。 

市では、今回の取り組みにより、道の駅が都市と地方を結ぶ架け橋となり、南房総

産の農産物の販路拡大によって、農業振興やＳＤＧs達成に貢献できるようサポート

していきたいと考えています。 

 

【詳細】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

道の駅富楽里とみやま内で、地元農産物を集荷・販売する富楽里農産（有）が、ハイウェイオアシ

ス富楽里バス停から、房総なのはな号に旬の農産物を積み込み、東京駅丸の内駅舎に位置する、「東

京ステーションホテル」（ＪＲ東日本グループの日本ホテル（株）が運営）へ輸送します。 

東京ステーションホテルでは、南房総産の旬の農産物を活用し、ゲストラウンジ「アトリウム」で

の朝食やレストラン「ブラン ルージュ」のコース料理の一部として提供し、食品ロスや一次産品の

有効活用を図ります。 

（株）ちば南房総が運営する道の駅富楽里とみやまが、野菜や柑橘系の果物の仕入れ情報を予めホ

テルへ提供し、ホテルの需要に合わせて提供する農産物の荷造りを行います。 

南房総の特産物である房州びわの収穫が始まる５月中旬からは、シェフパティシェが考案したびわ

のデザートメニューが、レストラン「ブラン ルージュ」のコース料理として提供されています。 

【お問い合わせ】 
南房総市商工観光部観光プロモーション課交流拠点係 担当者：水野・佐藤 
電話：0470-33-1091 ＦＡＸ：0470-20-4230 ｅ-mail アドレス：koryu@city.minamiboso.lg.jp 
 
日本ホテル(株) 東京ステーションホテル マーケティング部 菊池 
電話: 03-5220-1915 ＦＡＸ: 03-5220-0513 ｅ-mail アドレス：kikuchi@tokyostationhotel.jp 
 
ジェイアールバス関東(株) 事業部 森田 電話:03-6746-4339  ＦＡＸ: 03-5690-2555 
ｅ-mail アドレス：jigyo@jrbuskanto.co.jp 
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▼ハイウェイオアシス富楽里バス停から南房総産の農産物を房総なのはな号へ積み込み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼高速バスの乗務員へ農産物等が梱包された荷物を受け渡し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼高速バスのトランクへ積み込む様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 



▼レストラン「ブラン ルージュ」のコース「ルージュ ムニュ エテ」（\22,000消費税・サービス料込）
では「千葉産びわを使ったスペシャルデザート」として提供 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
▼東京ステーションホテル１階「ロビーラウンジ」では一部の紅茶に南房総産のはちみつを添えて提供 
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2 0 2 ２ 年 6 月 2 日 

ジェイアールバス関東株式会社 

日本ホテル(株)東京ステーションホテル 

南 房 総 市 

     

 

ジェイアールバス関東㈱と、南房総市内の７つの道の駅を運営する(株)ちば南房総は、高速バスを活用し

て、南房総産の一次産品を輸送する、貨客混載事業を開始いたしました。 

日本ホテル㈱が運営する東京ステーションホテルでは、南房総産の旬の農産物を活用し、ゲストラウンジ

での朝食や、レストランのコース料理の一部として提供し、食品ロスや一次産品の有効活用を図ります。 

今回の取り組みにより、南房総産の農産物の販路拡大に貢献出来るように、サポートしていきたいと考え

ています。 

 

１．実施日時 

５月２０日（金）より本格稼働 ※実証実験を 4月 15 日より行っています。 

 

２．共同実施業者 

南房総市・東京ステーションホテル 

 

３．実施内容 

○高速バスによる貨客混載 

 地元農産物を集荷・販売する富楽里農産㈲が、ハイウェイオアシス富楽里バス停から、高速バス房総

なのはな号に、旬の農産物をトランク内に積み込み、東京駅丸の内駅舎に位置する「東京ステーション

ホテル」へ輸送します。 

  

○南房総市の農産物 

 (株)ちば南房総が運営する、道の駅富楽里とみやまが、野菜や柑橘類の果物の仕入れ状況を予め東京

ステーションホテルへ提供し、ホテルの需要に合わせて提供する農産物の梱包を行います。 

 ６月はびわのデザートが、レストラン「ブラン ルージュ」のコース料理として提供されます。（予約

状況により終了） 

 

高速バスへ農産物が梱包された荷物の受け渡し・積み込み     千葉産びわを使ったデザート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、本件プレスリリースは、ときわクラブ、丸の内記者クラブ、ＪＲ記者クラブにお届けしております。 

 

 

 

 

 

 

８ 

高速バスで南房総産農産物を「東京ステーションホテル」へ輸送し地域振興へ!! 

 

 

お問合せ先： 

ジェイアールバス関東株式会社 事業部     03-6746-4339 

日本ホテル（株）東京ステーションホテル マーケティング部     03-5220-1915 
南房総市 商工観光部観光プロモーション課 交流拠点係       0470-33-1091  














































